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調査方法（1）調在地域新潟県新津市，五泉市，中
浦原部村松町，加茂市，三条市，中蒲原郡白根町及び北
蒲原郡水原町一円の発生地帯

(2)ファージ検定法ファージの検定はすべて溶菌斑形
成法によりS系ファージと親和性のあるS菌株及びBブ

ァージと親和性のあるB菌株をIndicaterstrainとして

用い実施した。調査月日は10月2～3日及び10月13～16

1｣の2回である。フプージの検定試料は潅減水及び河水
である。

(3)菌の分離ファージ検定地点の罹病葉を採鶏し常法
により分離した。なお，系統の分別はフナージに対する
溶薗反応からA及びB型の2系統菌に分けた。但し,A

型菌とは新庄菌と同様な溶菌反応typeのものでB型菌
とは紅粉屋薗と同禄な溶菌反応typeのものである。

(4)発病状況調査は実地踏査により概ね発生予察発病程
度韮準に準処して評価した。

調査結果S及びB菌株を用い，新津市附近における

発病地帯のブァージを検定した結果，並びにそれらの数

地点における分離菌の菌型を表示すると第1表の通り

で，第1図はその分布状況を示したものである。

昭和33年度より北陸4染各挫堆試験場か共|‘jで実施-;‐

ることとなった北陸地力におけ･るイネシラハガレ病の荒

生環境並びに発生経過に側する実態‘凋在の1噸nとし

て，著者等は菌及びバクテリオブァージ（以下ブァージ

と記す）の系統に関する分布鯛代を行った。その結繋，

北陸地域内各地でB型菌（ブァージに対･する溶餌反応は

昭和32年九州鰹試で分離された紅粉曜箇と同－．．）が分離

され，ファージについてはその険定に用いた粁庄菌(S

菌株，九州避試分離菌,OPlファージによって溶繭され

る）及び前記紅粉屋菌(B繭株,OP11,ブァージ）によ

って溶菌される）の両菌株に対し,I"j時に溶歯反応を起

すファージサンプルが採染された。

この現象は福井染坂井郡坂井村･艇び新潟ﾘil新津IIj大字

大関における罹病葉について検‘忍したのが最初である。

著者等は当初この現象はサンプルil!にOP1フアージ（以

下Sプァージと記す）とOP1hファージ（以下Bファー

ジと記す）が混合しているものと考えたので，さらに詳

しく新潟県新津市附近の発生地常を中心にファージ並び

に菌の検定を行い，併せて発病被害状況についての実態

調査を行った。
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h 第1表新潟県新津市附近におけるイネシラハガレ病菌並びにそのバクテリオファージに関する調査結果
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の溶菌斑数を示すフアージの検定結果棚の数字展ﾝプﾙの水1cc当り

第1図に示したように，検定菌S及びB両菌株に対
し同時に溶菌反応を起すサンプルが各所で採集され，新
津市附近一帯のフアージは大部分S、B混合系と考え
られるフアージが存在分布するように思われた。但し，
阿賀野川，早出川，能代川上流及び白根町小須戸附近よ
り上流の信濃川河水及び水原町，村松町，同中の橋，同
高内附近の水田ではS菌株にのみ反応が認められたが，
これらの地点は検出ファージ量も少く，偶然そのサンプ
ルにB菌株を溶菌するファージが存在しなかったためで

あるとも考えられたので，必ずしもその地点に9S薗株

のみを溶菌するファージが存在すると判断し難い。

初めは,S菌株のみを溶菌するブアージサンプル，

S･B両菌株を溶菌するファージサンプルの他にB菌株

のみを溶菌するファージサンプルが或る地帯に染って操

坂され，夫盈の区域が概ね区劃把握されるのではないか

と期待して行ったのであるが，結果は上記のように全般

的にS・B両菌株を同時に溶菌するSB混合系フアーヅ

と目されるものが検出された。
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第1図新潟県新津市附近iこおけるイネシラハガレ
病菌並びにそのバクテリオファージの分布に
関する調査

第2図新潟県新津市附近におけるイネシラハカレ

病の発病状況（昭和33年）
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ブアージの系統，分離菌の菌型及び被害状況調査を行っ

た結果，ファージについては検定菌として用いたS及び
B両菌株を同時に溶菌するフアージが広汎に存在分布
し，菌はA型菌に属するものが大部分であった。稲の発
病被害との関係では,S・B混合系フアージの多量に検
出される地帯に被害の激しいものが多かった。このS・
B混合系と思われるファージの検討は目下詳細検討中で
ある。
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哩 応 の な か っ た 地 点

妙ンプル地或『川」
その地点の分離繭がA型瞳
であったことを示す

同上B型鮒

次に，分離菌の菌型との関係は，殆んど大部分がs系
フアージによって溶菌されるA型菌で，村松町及び三条
市郊外の罹病葉からは,B系ファージによって溶菌され
るB型菌が1例ではあるが分離された。この菌と検出さ
れるファージとの関係は詳細な調査を欠いているので不
明であるが，このように不特定の地点にB型菌が分離さ
れる原因はどこにあるか今後さらに検討を要する。
稲の発病状況は第2図に示した通り，フアージの検出

愛と密接な関係があるように思われ，特にSB混合系ブ
ァージの検出分布とは何等かの関係があるように思われ
た。その程度は発生予察基準の甚に属するものが大半を
占め，かなりの被害減収があったものと推察された。
摘要新潟県新津市附近一円の発病地帯について
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